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１．江の川上流⽔害タイムライン策定の流れ

＜⽬標＞
平成30年7⽉豪⾬を踏まえ、江の川上流の多機関連携による防災⾏動計画「江の川
上流⽔害タイムライン」を早期に作成し、本年度の台⾵期から活⽤

作成期間【令和元年台⾵期（8⽉末）まで】 育成期間【R元年8⽉以降】

 被災シナリオを基に参加機関の重要⾏動を抽出し、
それを具体化、共有しながらタイムラインを作成

江の川上流⽔害タイムライン（素案）

江の川上流⽔害タイムライン（案）

タイムライン
作成・修正

P

タイムライン
運⽤

Ｄ

出⽔対応の
振り返り

C

タイムラインの
改善検討

Ａ

タイムライン勉強会 6⽉20⽇
 ⽬標設定と進め⽅の確認 など

第1回タイムライン検討会 7⽉4⽇
 重点⾏動の抽出、防災⾏動の全体像の把握 など

第2回タイムライン検討会 8⽉9⽇
 重点⾏動について他機関との連携を確認

第3回タイムライン検討会 8⽉30⽇
 全体での共有と課題確認

 タイムラインは、実際の出⽔時における
運⽤、振り返り、改善を⾏い、継続的に
活⽤してスパイラルアップにより充実

江の川上流⽔害タイムライン（令和元年度版）
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トリガー ： 洪水警報の危険度分布（注意）、洪水注意報、大雨注意報、大雨警報（浸水害）、土砂災害に関するメッシュ情報（注意）、氾濫注意情報、避難行動の

第１階層
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雨量・水位情報の収集 水位・雨量情報の確認（川の防災情報
（国管理河川）、県防災情報、自機関の
計測器等）

◎ 元 元 元 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

112 道路交通情報の収集
道路情報提供システム（ひろしま道路ナ
ビ）、各機関のホームページ等の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

113 ライフライン情報の収集 各機関のホームーページの確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

114 被害情報の収集
被災状況等の確認（県防災情報、自治
体、住民からの情報等） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

115 自治体情報の収集 自治体体制状況の確認 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

116 気象伝達情報の収集 自治体気象伝達状況の確認 ◎
117 避難者数の確認 ◎ ◎
118 避難所の紹介 ◎
119 ペット等の取扱い確認 ◎
120 手段ツール ◎
121 電線・無線機の使用可否確認 ◎
122 避難所への情報提供 ◎
123 被害想定 被害想定の実施 被害想定の実施 ◎
124 水位情報の確認（実況・予測水位） ◎ ◎
125 指定河川洪水予報の発表の判断 ◎ ◎

126 関係機関への連絡（FAXの着信確認） ◎ ◎ ○ ○ ○

127 住民への周知 ◎ ◎

防災情報 報道 避難対応 大規模避難・救助

タイムラインレベル２ ： 氾濫注意水位超過、内水氾濫発生

項
目
No.

防災行動項目
役割

情報の収集

避難所情報の収集

指定河川洪水予報 指定河川洪水予報の実施
（氾濫注意情報）

２．江の川上流⽔害タイムラインの構成
 タイムラインレベル（いつ）

⇒ 防災情報の発表のタイミングと、防災⾏動を切り替える（レベル移⾏する）タイミングを関連付け
て定義（危険度や防災⾏動に準じて5段階に設定）

 防災⾏動項⽬（何を）
⇒「⾏動種別」、「⾏動項⽬」（第1階層を細⽬化）、「⾏動⼿段・⼿順」（第2階層
に対する具体的な⼿法）の３階層で構成

 役割分担（誰が）
⇒ 氾濫域の⾃治体・関
係機関・団体・組織
の連携を表⽰
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＜凡例＞
◎︓主体的な⾏動
○︓⾏動の⽀援・協働
元︓情報収集に対して、その情報提供元となる機関



３．江の川上流⽔害タイムラインにおける
レベル設定の考え⽅
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江の川上流⽔害タイムラインでは、住⺠がとるべき5段階の⾏動を表す「警戒レベ
ル」の運⽤開始を踏まえ5段階表記とし、警戒レベルの対応と整合させる。

太字︓警戒レベル情報に加えた情報

タイム
ライン
レベル

タイムライン
レベル0

(3⽇前準備)

タイムライン
レベル0

(2⽇前準備)
タイムライン
レベル1

タイムライン
レベル2

タイムライン
レベル3

タイムライン
レベル4

タイムライン
レベル5

警戒
レベル － － 警戒レベル1 警戒レベル2 警戒レベル3相当 警戒レベル4相当 警戒レベル5相当

⽬標 内部調整 機関調整 地域調整 避難（内⽔） 早期避難（外⽔） 避難（外⽔） 緊急対応

状況
• 3⽇後に台⾵また
は前線が江の川流
域に影響するおそ
れ

• 2⽇後に台⾵また
は前線が江の川流
域に影響するおそ
れ

• ⽔防団待機⽔位の
超過

• 内⽔氾濫発⽣のお
それ

• 氾濫注意⽔位超過
• 内⽔氾濫発⽣

• 避難判断⽔位超過 • 氾濫危険⽔位超過 • 堤防の決壊
• ⼟砂災害の発⽣

気
象
情
報

洪
⽔

• 早期注意情報（警
報級の可能性）
【⽬安︓3⽇後に
影響】

• 早期注意情報（警
報級の可能性）
【⽬安︓2⽇後に
影響】

• 早期注意情報（警
報級の可能性）
【⽬安︓1⽇後に影
響】

• 洪⽔注意報
• 洪⽔警報の危険度分布
（注意）

• ⼤⾬警報（浸⽔害）

• 洪⽔警報
• 洪⽔警報の危険度分布
（警戒）

• 洪⽔警報の危険度分布
（⾮常に危険）

• ⼤⾬特別警報（浸⽔
害）

⼟
砂

• ⼤⾬注意報
• ⼟砂災害に関するメッ
シュ情報（注意）

• ⼤⾬警報（⼟砂災害）
• ⼟砂災害に関するメッ
シュ情報（警戒）

• ⼟砂災害警戒情報
• ⼟砂災害に関するメッ
シュ情報（⾮常に危
険）、（極めて危険）

• ⼤⾬特別警報（⼟砂
災害）

河川
情報

• 氾濫注意情報 • 氾濫警戒情報 • 氾濫危険情報 • 氾濫発⽣情報

避難
情報

• 避難準備・⾼齢者等避
難開始

• 避難勧告
• 避難指⽰（緊急）

• 災害発⽣情報

住⺠等の
⾏動

• ⼼構えを⾼める • 避難⾏動の確認 • ⾼齢者等は避難
• 他の住⺠は準備

• 避難 • 命を守る最善の⾏動



４．江の川上流⽔害タイムラインの運⽤
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江の川上流⽔害タイムラインの運⽤についての基本事項

 対象事象
洪⽔、内⽔、⼟砂災害

 運⽤機関
三次市、安芸⾼⽥市、警察、消防、⾃衛隊、ライフライン機関、公共交通

機関、福祉避難施設、浸⽔時緊急退避施設、報道機関、広島県、気象庁及び
国⼟交通省

 運⽤期間
⽴ち上げ︓台⾵または前線に伴う降⾬が、3⽇後に江の川上流域へ影響す

る恐れがあるとき
解 除︓河川⽔位が⽔防団待機⽔位を下回り、かつ、⼤⾬警報（浸⽔害）

及び洪⽔警報が解除されたとき


